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四

八

(

六
四
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究
に
ま
つ
べ
き
別
個
の
論
題
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
.小
論
で
は
批
判
を
と
り
い
れ修
正
す
る
こ
と
を
：や
め
：他
日
を
期
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

ま
た
シ
ゾ
ポ

ジ

ゥ
.ム
開
催
の
た
め
の
み
な
ら
ず
、
常
日
頃
い
.ろ
い
ろ
と
研
究
の
便
宜
を
寄
せ
ら
れ
た
慶
應
義
塾
大
学
產
業
研
究
所
の
諸
兄
姉
に
深
く
感 

謝
す
る
次
第
で
あ
る
。

1  + * / ^ )  2o

V-

(1 ニ/ T )

下服点 中

研究ノー 卜

単
調
発
飲

1

乗
数
理
,
と
如
速
度
原
理
の
総
合
に
蓮
づ
く
優
れ
た
景

気

循
環
理
論 

に 

J
w
. 

Hicks, 

> 

Contribution 

to the 

Theory 

of the 

T
r
a
d
e

 

Cycle, 

.(Oxford; 

Oxfcrd 

University 

Press; 

1
9
5
0
)、

古
谷
弘
訳『

景
気
循
環
論』

.

(

岩
波
書
店)

が
あ
る
。
最
近
、
雪
は
本
書
を
読
み
直
し
、.
そ
の
数
学
的
な
取 

り
极
い
の
中
に
一
筒
所
不
適
切
と
思
わ
れ
る
点
を
見
出
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て 

興
味
あ
る
方
の
御
教
示
を
仰
ぎ
た
い
と
®
う
。

産
出
量(

財
の
総
供
給
8

を
Y
、
消

霊

を

C
、
露
投
資
量
を
I
、
独

立

第

丨

1

;
 

投
資
量
を
A
で
表
せ
ば
、
財

の

馨

要

置

はC
+
I
+
A

で
あ
り
、
ま
た
添
字 

f

の
れ
で
期
間
を
表
せ
ば
、
第

？

i

期
に
於
け
る
財
市
場
の
均
衡
条

件

は

 

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

-

.
B
:
Y
3
=
p
+
r
+
A
n

.で
あ
る
。
こ
れ
に
乘
数
理
論 

一
 

単
調
収
傲

(2). 

p
=
(
l
—

s

y

y

s-i,
 

O
A
S
A
l

 

:

\

及
び
加
速
度
原
理
. 

-

l

i

l

!

ヒ
ッ
ク
ス『

景
気
循
環
論』

の
一
問
題
点

. 

発
散
振
勅 

ニ
論
点
を
述
べ
る
前
に
、
先
ず
、
匕
ッ
ク
ス
理
論
の
最
小
限
必
要
な
要
約
図 

を
し
て
お
こ
ぅ
。
 

-
-
-
-

ヒ
ッ
ク
ス

『

景
気
循
環
論

』

の

一

問

題

点

'

市

石

達

郎

，

-
y
v
o

を
代
入
す
る
こ
と
に
ょ
り
、「

a -
礎
的
方
程 

式」

‘

s 

Y
w
l

 (

1
103
+
t
o 

•
Y
3
-
1
+
V
Y
S
-
2

"
A
3 

を
得
る
。

こ
こ
で
A
が
時
間
を
通
じ
て
一
定
の
場
合 

に
は
、

定
差
方
程
式
⑷
の
特
解(

均
衡
産
出
量) 

は
定
数P

 =

 A
/
S

で
表
さ
れ
，

E
aか
ら
の 

絶
対
的
乖
離
加
に
つ
い
て
は

(5)

穿 

I (

1
i
s
+c5)

2
/
3
_
1
+
_
s
-
2 

= 

0 

の
式
が
成
立
す
る
。
そ
の
一
般
解
は
、
V
の 

値
に
従
い
、
第
I
図
の
ょ
ぅ
に
図
式
的
に
耍 

約
さ
れ
る
。
こ
の
図
式
を
莲
準
と
し
、
且
つ 

ハ
上
昇
限
界
線」

(「

天
并J

)

の
存
在
、

加
速 

.度

原

理

の

非

対

称

性

へ

「

床」)

等

の

要

因

を

考

四

九(

六
四
五

)

■



五
〇

(

六
四
六

)
撤
に
入
れ
れ
ば
、
ヒ
ッ
ク
ス
流
の
景
気
循
辕
の
説
明
が
可
能
と
な
る
。

し
か
し
ヒ
ぐ
ッ
ク
ス
が
進
ん
で
考
察
し
た
の
は
、

A
が
毎
期
ダ
の
率
で
増
大
す 

る
成
長
経
済
の
場
合
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
A
„
n
A°.(

l
+<Q)

3

と
す
る
と
、
 

⑷
の
特
解
は

|

(

1
+，

丨
1 S
T C
I

?

で
表
さ
れ
、
E r
t
か
ら
の
相
対
的
乖
離
$
里
Y
„
l
p

)

/

P
に
つ
い
て
は

1
丨
0>
+
<5
- 

V

s

r7ll

o

1
才

…

：

(

1

+

S 

:

の
式
が
成
立
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
⑶
に
つ
い
て
ヒ
ッ
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
述
べ 

た
。「

相
対
的
乖
離
を
眺
め
る
時
に
.は
、

体
系
は
、

当
然
で
あ
ろ
う
が
、
絶
対 

的
.乖
離
を
眺
め
て
い
る
時
よ
り
も
少
し
く
安
定
で
あ
る
よ
う
に
み
え
る
。.
絶
対 

的

乖

離

は

の

時

、'
中
間
点(

そ
れ
以
上
で
は
変
動
が
発
散
的
と
な
る)

に 

到
達
す
る
。
相
対
的
乖
離
は
乏(

1
十
^=

1

す
な
わ
ち
e
H
P
+<c
s)

2
の
時
に 

中
間
点
に
到
達
す
る
。
か
く
し
て
中
間
^
は
か
す
か
に
引
上
げ
ら
れ
る
が
、
上 

限
お
よ
び
下
限
点
は(

わ
れ
わ
れ
が
期
待
す
る
よ
う
に)

影
響
を
う
け
な
い
こ
と 

が
示
さ
れ
得
る
。

」

£

書

P
.

00
7
邦
訳
昏
一
一
ー
〇
頁

)

■

本
稿
の
目
的
は
、
こ
の
ヒ
ッ
ク
ス
の
主
張
を
検
討
す
る
こ
と
に
あ
る
。
以
下 

に
於
て
、
上
限
点
及
び
下
限
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
張
の
正
し
い
こ
と
が
示 

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
中
間
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
主
張
が
誤
り
で
あ 

る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
も
そ
も
中
間
点
を
s

、W

 

Wの

関

係

に

よ

.
っ
て
定
義 

す
る
こ
と
自
体
が
不
可
能
な
こ
と
が
示
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

'
 ,3\  

2  

l
ls

+
-
y 

-

3 

u

-
-
-
*
^
+

と
匱
く
と
、
，
(6
)
は

ン
，

n
o

1
+tc
i

s 

-
P

+
ぬ)

と

な

る

そ

こ

で

関

数
'(
%
を

ホ

^

^

の
如
く
定
義
す
る
と
、
体
系
が
振
動
す
る
か
否
か
は
、
 

て
影
響
を
受
け
な
い
こ
と
が
：

C

刀
か
る
。
す
な
.わ
ち
、

の
判
別
式「

二

—

K

ぎ

の

値
の

如
何
に
X
•o

(

l
+<c
>)

k

v

 

I 

n
'ps
+
Q)

2

•
C5
I (1

+

<S )

ザ

{ci
l (

l

l

<

s

)

e

従
っ
て
、
ヶ
ー
ス
①

®

<s

八(

I

I
 

®
C5
V
 (

1

+

<.

な
ら
(7
}
 

は
ニ
実
根
を
持
ち
、
体
系
は
振
動
し
な
い
。

ヶ

ー

ス

②
®

<3
=

P
I

V

^
T

)

,

@

<3
5
=
 
p

+

<.
s 

Y
 

な
ら
(7
)

は
1|
1

根
を

.持
ち
、

i

A
 

A

A

H

 

•

ヶ
ー
ス
③

(

1
+
 
\
/7)

\/
2,
>(

1

丨
<.
«|)

2

な
ら
(7
)

は
複
素
根
を
持
ち
、
体 

系
は
振
動
し
て
サ
ィ
ン
•

力
I

ヴ
を
描
く
，

>

四
.
ヶ
I
ス0

V

根
と
係
数
の
関
係
か
ら
、
(7
)

の
ニ
根
ル
、
U2

へ
ヂA
5)

共
、
正
な
る
こ
と 

は
自
明
で
あ
り
、
さ
ら
に
、

f
f(

1
+
今

V

1
+
W

 

(
1
+
^

卜im

 

/

£

=

lim 

气
.
|
1

—

l

l
oo
-f

せ

1

l
+«c
>

U

屮

を
考
慮
す
れ
ば
、

%1
、
%2
共
、
開
区
間
o
.
~ 

れ
か
一
つ
に
含
ま
れ
る
。

!-
»

+

ぬ

^

r

w

T

v

。

V
i
r
p

J
の
い
ず

0

先
ず
、
入

(1

丨

の

場

合

に

つ

い

て

。
こ
の
場
合
は
、
 

.

ミ

-
ト

ミ

.—

i—

<x
>
+ga
\(

1
|
$

)

.
+ 

P
I
>
X
H
^

+
斧
[!

H -1

+ 心 
< Q  -

A

+

.

.

o

〈

彡 

+
S2A

to1+
ぬ

す
な
わ
ち
ニ
根
共
、(

.°2
/
(
1
+
ぬ
)

)

に
含
ま
れ
る
。
体
系
は
ダ
の
it 

と
無
関
係
に
安
定
で
あ
る
。

©

次
に
、

S
)
。

の
場
合
に
つ
い
て
。
こ
の
場
合
は
、

i 

f 

,
.-

/—(

|
1丨
Co) 

+ (1
+
V
T
)。

丨
 

2
+
2<.
t

1
+

<C
>

1

才

.

to
\ 

、

.

.

.
1
"
?
7

/
穸 

+ だ
八
+

8

す
な
わ
ち
ニ
根
共
、(

1
/
(
1
+

ぬ)

、+
O
0
)

に
含
ま
れ
る
。
こ
こ
で
考
え 

ら
れ
る
状
態
は
第
n
図
丨
第
晶
に
示
さ
れ
た
五
通
り
で
あ
る
。
第
n

図 

で
は
ど
の
初
期
値
か
ら
出
発
し
て
も
体
系
は
収
敛
す
る
。
第
m

、

W図
で

 

ヒ
ッ
ク
ス『

景
気
循
環
論』

の
一
問
題
点

は
或
る
初
期
値
か
ら
出
学
れ
ば
体
系
は
収
敛
す
る
。
第
瓜
、

V

図
で
は 

或
る
初
期
値
.か
ら
崖
す
れ
ば
体
系
は
収
敛
も
発
散
も
し
な
い
。
第
叹
、
 

V

図
で
は
或
る
初
期
値
か
ら
出
発
す
れ
ば
体
系
は
発
散
す
る
。
第
贝
図
で 

は
ど
の
初
期
値
か
ら
出
発
し
て
も
体
系
は
発
散
す
る
。

以
下
、

：

値
に
よ
つ
て
ど
の
図
が
妥
当
す
る
か
直
る
。

7I
^

r

{(

u

+

f

r

}

.

v 

(

l

l

s

+

%、

f

 

s
 

=-r
l
.

4
(
1
+
今

(

齊
响
50
氬)

2
(
1

十
ち!

従
っ
て
、
右
二
式
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
、

s

/

e
s
o 

<==> 
f
t 

(1

才

+
5
)
+
.
£

ia

(9) 

{色
/(

e
4
m
i
n
}
m
l 

■
> 

e

l

(

l
+<Q
+
s

) +

 g 

(

资
^
£3
資) 

を
得
、
⑶
.⑶
に
基
づ
い
て
、
次
の
分
類
が
成
立
す
る
。

(A
< 

S

><C
5
な

ら

ば(

1
+«£
>
+
^
+
-
|
-
>

(

1
+
り 

+ 

3

)

十
«5
で
あ
り
、

(a
^

A(

l
+«c
i
+co)

+
«Q
は 

e

v

(

l
+<.S 

\ 
と 

s

v
に̂
矛
盾
し
、
 

⑥

«3
=(

1
+々
+
3

)

+
<q
は
体
系
が
ニ
実
根
を
持
つ
こ
と
に
矛
盾
し
、

 ̂

(

1
+tQ
+
s

) 

+

s

o

<

(

l
+«c
(
+
s

) 

+

Wは
第
贝
図
を
意
味
し
、

€ 

eけ(

1
+«Q
+
S

) +
-
I
-

は
第
V

図
を
意
味
し
、

®

 

(
1
+

ぬ+

 3
)
+
.
^

八
，

y

は
第
汉
図
を
意
味
す
る
。

五

一

(

六
四
七)



(B
)

<
s
=
g

 

な
ら
ば(

l
+«Q
+
s

)

+
l
.
“

(

l-
»
+<Q
+
&a)

+
tQ
で
あ
り
、

@

c5

A(

l
+«c
f
+
s

)

+
<c
>

は 

e
>
(
l
+
\
/
T
)
” 

と 
S

=
H >

に
矛
盾
し
、

⑤

4

=

p

+<q+
3)

+

«q
は
体
系
が
ニ
実
根
を
持
つ
こ
と
に

矛
盾
し
、

© 

(

1
+
A
+
S

)

+

5

0は
第
1¥
図
を
意
味
す
る
。

幻 

V

Co<
g

 

な
ら
ば(1

 +

 sf-f  s
)

+
h
<

(

l
+
«Q
+
s)  
+ 
ぬ
で
あ
り
、

® 

e
<

(

l
+<Q
+
s

)

+
I-
は
第
n
図
を
意
味
し
、

@

1

Q

+<c
?

i)

+
卜
は
第
见
図
を
意
味
し
ハ 

• 

© (

1
+<0
+』)

.
+'.
|
0
<
^
;
は
第
^
図
を
意
味
す
る
。

無
論
、
①
®

r
>
(
l
+
\
/

 

と
矛
盾
す
る
場
合
は
排
除
さ
处
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
.
。
’

.

ヶ
I
ス
②

④

先
ず
、
v

n(

l
l<.
s

\
の
場
合
に
つ
い
て
。
こ
の
場
合
i 

(A
V
+
7
1
A
2
)

.

奶)

3

体
系
は
び
の
値
と
無
関
係
に
収
傲
ず
る
。

@

次
に
、
t
'
=

(

l
+<.
-l)

2
の
場
合
に
つ
い
て
。
こ
の
湯
合
は 

.ヒ
ッ
ク
スr

景
気
循
環
論』

の
一
問
題
点

i

A

:ま

)

.(
i
^
)
-

(A
)

< 

s
v
tQ
な
ら
ば
、
体
系
は
ど
の
初
期
値
か
ら
出
発
し
て
も
発
散
す 

る
。

.

.
(B
)

V

T

=<C
>
な
ら
ば
、

3
"
A
1
+
W
A
2

或
る
初
期
値
か
ら
は
rn
が
一
定
と
な
つ
て
収
斂
も
発
散
も
せ
ず
、
他
の
初 

期
値
か
ら
は
発
散
ず
る
。

(c
)

<.s
<
g
r

な
ら
ば
、
体
系
は
ど
の
初
期
値
か
ら
出
発
し
て
も
収
斂
す 

る
。

ケ
ー
ス
③f

,
?5
2
=
p
c
o
s

s£
>
±
<s
>
.
p
s
i
n

c2
>

と
置
け
ば
、
筒
単
な
計
算
に
ょ
り
、

A

 cos (

ぎ
+
£

)

と
こ
.ろ
で
、

\
=

=

气

• (

C

0

S- 4
+

 
^

03
3 -
S

• (

8

g

c x
>
丄

•
O Q
y*

ラ
 

=
55
1•盆 2 =

之
(1+£0«

従
ク
て
、

®

入

(

1
+
ち
な
ら
ば
体
系
は
収
斂
し

、

. 

.

⑥

v
=
(
l
+
^

な
ら
ば
体
系
は
収
斂
も
発
散
も
せ
ず
、

五

三

(

六
四
九)

羅

第 V 図 第 I I 図

m f{u)

第 V I 図 第 I I I 図
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第 I V 図

/(«)

ぃ
五
ニ 

(

六
四
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© 

(1 +

 5
^

0

な
ら
ば
体
系
は
発
散
す
る
。

無

論

③

(
l
+

<.s
)
^
>
y
>
(
l
l
v
"
7
>

と
矛
盾
す
る
場
合
は
排
除
さ
れ
な 

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五

先

ず

(10) 

(
l
+5r-f

S
+
+)

-(
1
+
v
T
)
2
=
5
(
1

v
t

w
o

(1
0
式
を
考
慮
し
つ
つ
、
前
節
ま
で
の
結
果
を
ま
と
め
る
と
、
第
卯
図
|
第
«
図 

の
如
く
な
る
。

注
意
す
べ
き
は
ど
の
場
合
に
も
、
e
v(

l
+
<Q
+
s) 
+
$
/«5
な
ら
ば
第
1̂
図 

が
妥
当
す
る
こ
と
で
あ
る
。
非
常
に
大
き
な
”

の
値
に
対
し
て
も
、
初
期
点
の 

選
び
方
に
ょ
っ
てS

S
1
-

調
に
収
斂
す
る
。
従
っ
て
；

と
か
ら
、
中
間
占
“、
 

を
简
雄
に(1+

冬

と
す
べ
き
で
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
ろ
ぅ
。
 

特
に
⑵
第
汉
図
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
湯
合
、

(
1
+
5T

+

¥ 

4

.(

1
+
ミ

=(

1

+

+

T

I

5

A。

す
な
わ
ち
、
Ci
<(

l
+
«Q)

”
で
も
単
調
発
散
が
可
能
な
の
で
あ
る
。

ヒ
ッ
ク
ス『

景
気
循
環
論』

の
一
問
題
点

五

五

(

六
五
一)

( A )  \ / s~ >  g なら ば .

単調収斂 収斂振動 発敗振動 単調発散 
(第VI図）

- 1 - ^

或る初期攸から 
雄調収斂 

他の初’則値から 
単調発敗 

• (第IV図）

( 1 - / « " ) 2 

I
ケース② ®

( 1 + ざ）2 ( 1 + / T . ) 2 ( l + ^ + s ) +  x .

f I t
ケース③® ケース®®(八) ケース®000®

( B )  / F = ざ な ら ば 、

第 V I I I 図

単調収歛

ケース②(2)

収斂振動

或る初期低(から
単調収斂 

他の初期値から
単調発散 

(第IV図）

{ 1 + 8 )  2

li
( 1 + / T )2 

. i i .

( 1 +  ダ+ 次)

ケー’ス②© ( B )

( C )  な ら ば 、

第 I X . 図

単調収敬 収斂振動 !単調

或る初期値から 

単調収斂
収 啟 i 他の初期値から

( 第n 図) 単調発散 
(第IV図）

( 1 — )■ ( l + v / T "")2 ( l + g + 次)+专

ケース® ® ケース②© ( c ) ケース①® ( C ) 0


